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特集●環境問題の多様性
21世紀の環境保健の課題と展望 東北大学大学院医学系研究科社会医学講座環境保健医学 佐藤 洋
東アジア地域の公害被害者救済と環境再生に向けた NGO活動 鳥取環境大学環境政策学科 相川 泰
地球規模の環境問題と健康リスク
①地球温暖化に伴う感染症のリスク 国立感染症研究所ウイルス第 1部 倉根 一郎
②オゾン層保護対策とオゾン層破壊の将来予測 国立環境研究所 今村 隆史
環境問題とリスクコミュニケーション
①環境科学物質とどう向き合うか 環境省環境リスク評価室 北窓 隆子
②電磁波の健康影響評価の現状と展望 弘前大学医学部保健学科 宮越 順二
環境問題への経済・財政学的アプローチ 東京大学大学院経済学科・経済学部教授 神野 直彦
●視点
愛知県における健康づくり対策 愛知県健康福祉部健康担当局長 五十里 明
●トピックス
結核予防法の感染症法への統合によって何が変わったか？ 山形県健康福祉部次長(兼)衛生研究所長 阿彦 忠之
第 134 回米国公衆衛生学会見聞録―｢公衆衛生」と人権

東京大学大学院医学系研究科国際地域保健学 神馬 征峰・他
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編集室通信
弊社のある東京・本郷の地は，東大，順天
堂大，東京医科歯科大に囲まれた本の郷
(さと)とあって，医学書の出版社が集まって
います．医学書院のお隣は，東大．弊社 2
階会議室からの東大の木々の眺めは素晴ら
しく，著者の先生にも喜ばれ，さらに私たち
社員の心も癒してくれる，大切でありがたい
景色でした．この GWに，弊社は移転しま
す．今度は同じ本郷でも，後楽園の近くに．
東大の緑の英知に見守られながらの編集会
議がなくなるのは寂しい限りですが，3つのビ
ルに別れていた医学書院が，ようやく1つに
なれて，私たち社員の心がより近くなりそうで
す．信じられないほど雑然としたデスク周り
が，引越しを機に(一瞬)美しくなることも楽し
み！新ビルにぜひお立寄り下さい． (野中)

(担当/野中・天野)
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編集顧問
多田羅浩三 大阪大学名誉教授・放送大学教授
林 謙治 国立保健医療科学院
編集委員（50 音順）
阿彦 忠之 山形県健康福祉部・衛生研究所
桜山 豊夫 東京都福祉保健局健康安全室
高鳥毛敏雄 大阪大学・社会環境医学
西田 茂樹 福島県衛生研究所

1986 年 2 月号を最後に日本語版は休刊，というか事実
上の廃刊(？)になっていますが，『リーダーズダイジェスト』と
いう雑誌がありました．記事と記事との間のスペースに，気
の利いたコラムや愉快な笑い話などが掲載されており，「隅
から隅まで，むしろ隅のほうが面白い雑誌」と言われており
ました(現在も英語版などは刊行されており，復刊が望まれ
ます)．弊誌『公衆衛生』も隅から隅まで面白いように努
めてきましたが，今月号の特集「歯周病予防からのヘルス
プロモーション」は如何でしたか．
医師全般を「医者」と言いますが，眼科医を表す「目
医者」と歯科医を表す「歯医者」という言葉も古くから存
在します．他の診療科については，このような表現はなく，
眼科と歯科は，古くから専門分化していたのでしょう．その

せいか，歯科保健分野について，ややもすると他の領域
からは関心が薄いような気もします．しかし，歯の健康が全
身の健康と密接な関連があることは言を俟ちません．本特
集では，歯科保健分野以外の方々にも，ヘルスプロモー
ションにおける歯周病の重要性をご認識いただくべく，多く
の先生方から玉稿をいただきました．どうぞご精読ください．
さて，私事で恐縮ですが，今般仕事の都合もあり，編
集委員を辞することといたしました．「隅のほうまで面白く」
を心掛けた，私の「あとがき」も最後となりました．長い間
のご愛読(？)御礼申し上げます．雑誌『公衆衛生』，さら
には日本の公衆衛生がますます発展することを祈念しており
ます．これからも『公衆衛生』誌をご愛読ください．

(桜山豊夫)
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